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�　９月２７日の情報夜間例会には会員、会員夫

人の大勢の参加ありがとうございました。又

情報、職業、親睦委員会の皆様ご苦労様でした。

今回の情報夜間例会は会員ご夫人を初めて迎

えての例会でした。そこで今回の情報夜間例

会のアンケートの回答の依頼をＦＡＸにてお

願いしてあります。早めにお願い致します。

�　９月２８日に第４回定例理事会を開催し、３

つの事項を審議致しました。

　・・１０月のプログラムを承認致しました。会員

の皆さんには既にＦＡＸにてご案内済みで

すが、１８日はソバ夜間例会です。新ソバと

お酒で楽しんで頂きたいと思います。また、

１０月１４日は札幌市民会館にて地区大会が開

催されます。参加される３４名の会員の皆様

協力ありがとうございます。

　・・８月末の会計収支決算を承認致しました。

　・・諮問委員会より留萌ロータリークラブ細則

及び委員会構成の変更改正案が提出され、

承認いたしました。後ほどプログラムの前

に諮問委員会の清水委員から変更の説明が

あると思います。

１）２００７年国際ロータリー年次大会が米国ユタ

州ソルトレイクシティで開催されますが、そ

の登録案内が届いております。参加されたい

方は幹事まで申し込み下さい。

例会及び日時変更

・・深川ＲＣ　１０月１７日準法定休会、１０月３１日夜

間例会に変更　
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�����　　　　　　　　　　　高田委員長

　先週の情報夜間例会には多くの会員、会員夫

人の参加を頂きありがとうございました。会長

報告でもありましたがＦＡＸにてアンケートを

とっております。今後の資料にしたいので、多

くの返信をお願いします。

�����　　　　　　　　　齋藤愛好会会長

　愛好会の１０月例会を１０月２５日午後６時３０分よ

り開催したいと思います。場所はスナックいふ

ですが、９月中にすでに皆様にはＦＡＸにてお

知らせいたしておりますので、早めの調整をお

願いし、多くの出席をお願いします。また、今

後は前の月に日程をお知らせしようと思います

のでよろしくお願いいたします。今月の締め切

りは２５日の例会までです。

�����　　　　　　　　　　　高田委員長

（前回のつづき）

　人道的奉仕活動を実践する際にもっとも陥り

易い過ちは、往々にして、実施するプロジェク

トが本当に現地の地域社会が必要としているプ

ロジェクトかどうかを調査せずに実施している

ことです。

　１０数年前、私の所属していたクラブの長老が

社会奉仕委員長をしていたときに、新聞配達の

少年に運動靴を贈呈したことで紛糾しました。

貧しい生活だから新聞配達をしているという考

え方。徒歩で一軒一軒新聞を配っているという

考え方。実際は、旅行の費用を捻出するための

新聞配達であり、バイクに乗って配っていると

いう現実を知らない、人のよい年寄りの発想で

あり、社会の現実とはかけ離れたものだったか

らです。

（田中毅ＰＤＧ作「ロータリーの源流」より引用）

・・９月例会プログラム無事終了しました　１０月

もよろしくお願いします　　　　　中川会長

・・ゴルフ大会準優勝　　　　　　　　山本会員

・・会報に写真載りました　　　

　渡邊、西谷（恭）会員

・・その他　　　　　　　　　　　　　鈴木会員

　前　回　　４５３，０００円

　今　回　　　６，０００円

　累　計　　４５９，０００円

「情報集会発表」
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���　　　　　　　　　　　　　　坂井会員

　色々と意見が出ましたので、その中の幾つか

を発表させていただきます。

　他の奉仕団体との違いは何か？職業を通して

の奉仕はお金が掛らない。お金を掛けて行う社

会奉仕だけがメインではない。

　ロータリーでの職業奉仕とは、最終的に儲け

る事であり、それは人に貢献する事。奉仕する

ことで達成できる。

　ロータリーで何か活動しようとした時に、

様々な職業の人が集まっている事で出来る事が

ある。おのおのの職業がロータリーの活動を支

えているのも職業奉仕ではないか。

　職業奉仕と社会奉仕との基本的な理念をもう

一度理解する必要がある。だんだんロータリー

がお金を掛けて物を作ったりする事が社会貢献

であると捉えられてきた事への反省が、今また

職業奉仕とは何かを考え直さなければいけない

時に来ている。

　会員の商売が興隆することで、留萌という街

に貢献する事が出来るのではないか。地元活性

化も職業奉仕ではないのか。

　金銭的な価値以上のものを相手に対して提供

する満足を与える事が職業奉仕ではないか。

　ロータリーは損して得取れ。

　職業奉仕とは何かをロータリーで具体的に提
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示してくれないと、共通理解がしにくい。

　この様な話し合いこそ、ロータリー哲学と言

われる由縁である。

　以下、酔いが回った為、堂堂巡りの議論とな

る。

��������������　　森（幹）会員

　結論の出るテーマではないので、話された意

見を発表させていただきます。

　職業奉仕はそれぞれの職業能力をもって社会

に貢献する。

　職業奉仕は四つのテストの指針に照らし合わ

せて言行をいかに近づけるか。日夜その職種の

技術向上に努め、いかに消費者を満足させるか

が社会貢献。

　職業奉仕と社会奉仕の線引きが難しい。

　四つのテストを考える時、この与えられた地

域での営業活動を展開すると軋轢が生じる。こ

の環境の中で、同業者との関係を四つのテスト

に照らして維持する事が、果たして出来るか？

その整合性に疑問を持つ。

　四つのテストは、いかに良い社会人、経済人

であるように生きていくかの指針である。

　経済活動から得られる利益の一部を自分達の

分担として社会にいかに還元する事が出来るか

が職業奉仕であろうと思われる。

　それぞれの経済活動の規模、経験、年齢、健

康度、寿命、心のあり方、宗教、それぞれの国

民性により職業奉仕等の考え方の表現の仕方が

変わると思われるので、それらを統一してまと

める必要は無いのでは、と私は思いました。

���　　　　　　　　　　　　西谷（恭）会員

　すべての職業は、どこかで職業奉仕をしてい

る。とのことから、職業倫理を守り、相手に対

して迷惑を掛けない、自分の仕事を一生懸命す

る事が職業奉仕である。

　事業を拡大する。また、会社を守る事が職業

奉仕につながる。つまり、社会に求められない

仕事は無い。これが職業奉仕ではないか。

　自然の姿でいるのが大事である。自分の職業

をいかにして奉仕の輪につなげるか。

　人のために仕事をしている、ふれあい運動が

大切である。等々の意見が出されました。

���　　　　　　　　　　　　西谷（英）会員

　色々な意見が出されましたので、それぞれ発

表いたします。

　自分の仕事を一生懸命やることが職業奉仕に

なるのでは。（社会のためになる）

　値段を安くすることではなく、心のサービス

が職業奉仕になる。

　職業奉仕は非常に説明し難いロータリー独特

のものである気がします。

　職業奉仕はテーマを決めてから活動するので

はなく、自分の仕事や役割を一生懸命やる事が、

結果、職業奉仕になっていることに気付くこと

ではないのだろうか？

���　　　　　　　　　　　　　　渡邊会員

　職業奉仕はロータリーの金看板と言われる大

きなテーマであり、私自身もよく理解していな

いのというのが実情であります。ましてや今回

はご夫人も参加していらっしゃいますのでそれ

ぞれの会員個人から意見を頂かないで、ベテラ

ンの会員さんから職業奉仕というものを簡単に

わかりやすく説明していただき、あとは自由に

話し合いをしていただく形を取りました。

　例えば、職業奉仕は他の団体にはない奉仕の

分野であり、何時でも誰でも出来るロータリア

ンの規範を成すものである。また、職業奉仕は

従来会員個人が行うものとされてきましたが、

現在、クラブと会員双方の責務であり、職業奉

仕を貫く精神は自分の職業に於いて社会的意義

の認識であり、四つのテストこそは自分の職業

に対する責任と誇りを堅持するためのチェック

ポイントを示したものである。

　等々の説明を受け、それらに色々質問が出さ

れ、お酒の力もあり活発な話し合いがなされま

した。この様な楽しい情報集会を企画していた

だいた職業奉仕委員会並びに情報委員会の皆様

に感謝を申し上げます。
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第１条　定義
第２条　理事会
　本クラブの管理主体は本クラブの会員１１名により
成る理事会とする。すなわち本細則第３条第１節に
基づいて選挙された４名の理事、会長、会長エレク
ト、副会長、幹事、副幹事、会計、会場監督である。
第３条　理事及び役員の選挙
　第２節　選挙によって決定した理事会は、クラブ

会員の中から会計補佐、会場監督補佐を務
める者を選任しなければならない。

　第４節　役員エレクトまたは理事エレクトの地位
に生じた欠員は、残りの被選理事会メン
バーと指名委員会によって補填すべきもの
とする。

第５条　会合
　第４節　定例理事会は毎月第１例会前、１週間以

内に開催されるものとする。
第６条　入会金及び会費
　第１節　元会員は理事会の承認のもと、これを免

除することができる。
　第２節　但し、その年度の理事会の承認のもと他

の支払い方法を決定することができる。途
中入会会員にあっては月割算定とする。

第８条　四大奉仕部門
　四大奉仕部門は、本ロータリークラブの活動のた
めの理念と実践の枠組みである。それはクラブ奉仕、
職業奉仕、社会奉仕、および国際奉仕である。本ク
ラブは、四大奉仕部門の各部門に積極的に取り組む
こととする。
第９条　委員会
　第１節
　�　会長は理事会の承認のもとに次の常任委員会
を設置しなければならない。

　　　クラブ奉仕委員会　　職業奉仕委員会
　　　社会奉仕委員会　　　国際奉仕委員会
　�　会長は各特定分野の委員会に委員長および副
委員長を任命することができる。

　第２節　クラブ奉仕委員会
　�　会長は理事会の承認のもとにクラブ奉仕の中
の特定分野を担当する次の委員会を設置するも
のとする。

　　　例会運営委員会　　　親睦活動委員会
　　　クラブ会報委員会　　会員増強委員会
　　　会員研修委員会
　�　会員研修委員会は、原則として３名の委員を
もって構成され、それぞれの委員を３年の任期
をもって任命するものとする。

第１０条　補佐
　理事会で指名された補佐は、次の任務を担当する。
　�　会計補佐
　会計補佐は、会計に協力し、第４条第５節の
任務を行う。

　�　会場監督補佐
　会場監督補佐は、会場監督に協力し、第４
条第６節の任務を行う。

　�　ガバナー補佐室長
　本クラブに、ガバナー補佐が選任された場
合に、理事会の承認のもとにガバナー補佐室
長を任命することができる。

第１１条　委員会の任務
　第１節　クラブ奉仕委員会
　�　例会運営委員会
　この委員会は出席とプログラムを担当する。

　�　クラブ会報委員会
　この委員会は、クラブ会報、広報、資料管理
を担当する。

　　�　これを行う上でＩＴを使用し、その方法を
考案し、その実践に努める。

　�　会員増強委員会
　この委員会は、会員増強、職業分類、会員選
考を担当する。

　�　会員研修委員会
　この委員会は、ロータリー情報、雑誌を担当
する。

　第３節　社会奉仕委員会
　　この委員会は、社会奉仕、新世代を担当する。
　　�　この委員会の副委員長は新世代を担当する。
　　�　さらに、ローターアクト・クラブを指導発

展させるものとする。
　第４節　国際奉仕委員会

　この委員会は、国際奉仕、ロータリー財
団米山奨学会を担当する。

　　�　この委員会の副委員長は、ロータリー財団
米山奨学会を担当する。

第１３条　財務
　第１節　予算は、２つの部分にわけられるものと

する。すなわち、クラブ運営に関する予算と、
慈善・奉仕活動運営に関する予算である。

　第３節　すべての勘定書は役員２名の署名する伝
票に基づき、会計の署名をもって支払われ
るものとする。本クラブの会計事務につい
ては毎年１回、理事会によって全面的な監
査が行われなければならない。

第１６条　議事の順序
　　開会点鐘
　　開会宣言
　　来訪ロータリアンの紹介
　　来信および告示事項
　　委員会報告
　　審議未終了議事
　　新規議事
　　スピーチその他プログラム
　　閉会宣言
　　閉会点鐘

�������������������������

��������	
����� ����������



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts false
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [72 72]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


